
 

 

 

 

 

 

 

 

生活目標 

「落ち着いた学校生活を送ろう」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

１１月末にご協力いただきました保護

者アンケートの集計が終わりましたの

で、昨日別冊にて「保護者アンケートの

まとめ」を配付させていただきました。 

日頃からのお子様の様子を通して、本

校の様々な教育活動について、率直なご

意見ご感想を頂きましたことに深く感謝

申し上げます。 

今後も本校の教育活動にご理解とご協

力を頂けますよう、よろしくお願いいた 

します。 

※心の相談員、スクールカウンセラーとのご相談をご

希望の方は、学校(℡0123-23-1110)までお問合

せください。 

※定時退勤日は 16:30 の勤務終了後退勤します。緊

急時は、市教育委員会にご連絡ください。 

Tel  24-3131 

冬休み明けから、「しっかりステージ

（今までの自分を振り返り、新学期につ

なげる期）」が始まりました。6 年生が

小学校へ登校するのは、あと約３０日と

なりました。6 年間の復習や、中学校へ

の進学の準備など、何かと忙しい時期と

なります。残り少ない小学校生活を楽し

く過ごせるよう、職員一同で力を合わせ

て参ります。 

１～５年生も、次の学年まであとわず

かとなりました。学習のまとめをしっか

りと取り組ませます。学校でも指導しま

すが、ご家庭でも自主学習で復習に取り

組ませたり、「がんばっているね」と声

をかけていただけたりすると、子供たち

のやる気に繋がります。ご協力をお願い

いたします。 

２月　行事予定
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あいさつ週間（～７）

委員会⑥

○
0 9時30分～
フッ化物洗口

ＡＬＴ

○
0 13時～
5時間授業 定時退勤日 ○
千）三次研究協議会 9時30分～
　

0

0

0

0 ○
読書週間（～14日～ 9時30分～
建国記念の日

フッ化物洗口なし　ＡＬＴ スケート記録会（6年）

0

幼児学級②　１年・あさがお学級午前授業 ○
0 9時30分～
ありがとう集会

Ｐ）役員会⑤

0

0

0

0

委員会⑦（最終） ○
定例作品展⑥　アクティブウィーク(～21日) 9時30分～
0 ○
0 9時～
３年サケ放流集会　 ＡＬＴ

フッ化物洗口

いきいき交流 ○
0 9時30分～
CS（授業参観・給食）

0

0

　

個人懇談①5時間授業 ○
0 9時30分～
個人懇談②5時間授業　ＡＬＴ

フッ化物洗口なし

個人懇談③5時間授業 ○
0 9時30分～
個人懇談④5時間授業　定時退勤日
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20 木 ○

○

18 火 ○

17 月 ○

16 日

15 土

14 金 ○

13 木 ○

12 水 ○
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10 月 ○

9 日

8 土

7 金 ○

6 木 ○

5 水 ○

4 火 ○

3 月 ○
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心の教室



千歳市立祝梅小学校 学校だより 

 
 
 
 
『すくすく のびのび』 

  みとめ合い まなび合い たかめ合い きたえ合う 祝梅っ子 

 
 
 
 
 
 

 
 

新たな１年の始まりに 
校長 相澤 哉  

新しい１年がスタートし、1 ヶ月が過ぎようとしています。遅ればせながら、本年もよろし

くお願いいたします。保護者の皆様、地域の皆様にとって今年１年が実り多い良き年となるよ

う心よりご祈念申し上げます。 

今年の冬は、例年にない暖気により雨が降って雪が溶け、ほとんど雪のないお正月となりま

した。除雪作業が少なく、道路も車で走りやすいことは良いのですが「スケート学習は大丈夫

かな。」と心配していました。現在なかなかリンクが使用可能とならずに、６年生が１度実施

しただけとなっています。今後の天候とリンクの整備により、学習ができるようになる事を願

うばかりです。 

さて、今年は巳年です。巳年の由来を調べてみると、「巳」という字は胎児の形を表した象

形文字で、子宮が胎児を包む様子が由来とされています。また、巳（ヘビ）が冬眠から目覚め

地上に這い出すことから、冬に根をはった草木が芽を出し「新しい種子が生まれる」という意

味があると言われています。巳年は、力を蓄えていたものが芽を出す「起点」の年、脱皮する

特性と併せ「再生と誕生」を意味する年と言われています。他にも巳（み）と実（み）を掛け

て「実を結ぶ」年と言われたりするそうです。今年は祝梅小学校にとっても開校５０周年とい

う節目の年です。益々、子どもたちが元気に大きく成長できる年にしたいと思っています。 

１月からは、後期後半「しっかりステージ」となります。１年間の学習や生活のまとめの時

期であり、次の学年になる準備をする時間となります。「１年生は､４月に入学する新しい１年

生のお兄さんやお姉さんになって､お手本を見せること」「２年生は､低学年のリーダーになる

こと」「３年生は低学年から高学年の仲間入りをすること」「４年生は､来年の今頃は、6 年生

からバトンを引き継ぐこと」「５年生は､いよいよ､最上級生として祝梅小学校のリーダーとな

ること」「６年生は､小学校を卒業して､中学校という新しいステージへの挑戦だということ」

に加え、それぞれ､進級や卒業に向けて､一日一日を大切に､しっかりと今の学年の学習や生活

のまとめをしてほしいと考えています。 

あと２ヶ月で今年度も終わり、新年度を迎え、子どもたちは進学・進級します。授業では意

欲と集中力、家庭学習では継続力の有無が、学習内容の定着に大きな差を生みます。その学年

で学習したことはその学年のうちにしっかり身に付け、自信をもって新しい学年に進んでほし

いと願っています。 

文末ではありますが、昨年の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。今後も、子どもた

ちの健やかな成長に向け、共通理解を図りながら、教育活動を進めて参ります。本年も、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

令和７年 1 月３1 日発行 

第１１号 

安心を育む「かかわり」を自分ごと化した 

主体的な「学び」の充実 



 

   

 

 
 
 
 

 
 
 
 
   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
冬休み中の１２月２５・２６日の２日間、「冬休みチャレンジ教室」を実施しました。今

回は、述べ１２０名程度の参加です。どの学年も、タブレット学習や持参したドリルに真

剣に取り組む姿が見られました。 

また、夏に続いて千歳科学技術大学の学生ボランティア２名の協力を得ることができま

した。そのうちの 1 名は、今年の 4 月に高等学校教諭になるそうです。ボランティア経験

を活かし、活躍してくれることを願っています。 

 
冬休み明けの１６日(木)～２４日(金)の期間に「冬休み作品展」を行いました。各教室前

の廊下やホールなどに、子供たちが冬休み中に作った力作の数々が並べられました。また各

学級では、その作品の発表会や冬休み中の思い出の発表などが行われました。中休みや昼休

みには、「すごいね」「どうやって作るのかな」など、友達と話しながら見ている子供たちが

たくさんいました。ご協力いただきありがとうございました。 

サケの交流事業で岡山へ！ 
冬休み中の１月１０日～１１日まで、祝梅小の６年

生の児童２名が、岡山市立西大寺南小学校を訪問して

サケの発眼卵を届けてきました。千歳中央ライオンズ

クラブ様と岡山市西大寺ライオンズクラブ様による

「サケの交流事業」の一環として、１９９７年１月か

ら祝梅小と西大寺南小との間でスタートし、その後毎

年行われてきたものです。今期で２９回目となるプロ

ジェクトです。 

この後、３月には孵化した「稚魚」を千歳川に放流す

るために、岡山の児童たちが来ることになっています。 

本校のサケ

の稚魚は、こん

なに大きくなり

ました。 



 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 今年は少雪、気温上昇の影響により、リンクのオープンが 19 日までずれてしまいました。オー

プンしてからも気温が上昇、使用不可の日が続いたため、思うように練習ができない日々です。 

そのような中、保護者の皆様やボランティアの皆様にスケート靴の紐縛りのお手伝い等のご協力

をいただき、ありがとうございます。また、駐車場へのご協力も、感謝申し上げます。 

天候よってスケート学習を中止する場合は、マメールにてお知らせしますが、急な変更などで間

に合わない場合もありますので、ご了承ください。 

 例年、３年生以上の学年で「スケート記録会」を実施しておりましたが、練習時間の確保が難し

いため、今年度は中止することにいたしました。楽しみにしていた子供たちも多くおりましたが、

このような状況になることをご理解ください。 

ただし、6 年生（あさがお学級 6 年生は実施いたしません）は小学校最後のスケート学習という

こともありますので、“２月１２日（水） １校時”に実施いたします。 

デンソーサイエンススクール 
1 月 21 日に「デンソーサイエンススクール」が

5 年生を対象に実施されました。 

この取組の目的は、「理科の楽しさが実感できる

実験授業を通し、地域における理科好き小学生育

成の一機会とする」で、電磁石やモーターの働きを

学習しました。 

 実際に電磁石やモーターなどを動かしたり、働

きを調べたりと、興味深く授業を受けていました。 

給食しっかり食べよう週間（20 日～24 日） 
 ２階ホールに調理員さんなどへ感謝のメッセージを記入するコーナーが出来たり、「給食レシピコ

ンテスト」の動画が流されたり、「千産千消（ちさんちしょう）」に関するイベントが取り組まれまし

た。子供たちは、「う米豚」を使用したメニューなどを、美味しそうに頬張っていました。 

 氷上練習が

できた 6 年生

の写真です。 


